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、という点である。あくまで、宇
宙人とのファースト・コンタクトについての議論
は、研究の目的ではなく手段であり、本書は文化
人類学（やその他の学問）が探究するコミュニケー
ションの“本質”を探究したものである、と強調
しておきたい。
　そのうえで、本書の内容を概説する。本書は、
人類学が探究してきた“他者”の究極形態の一つ
として宇宙人を仮定する。次に、人間はたとえば
「1、2、3、4、5」といった数字の羅列のような「規
則性」を念頭に置いて、宇宙人とのコミュニケー
ションを考えてきた。しかし、その「規則性」は、
宇宙人とも共有できる規則である、という保証は
ないのだ。その一方で、「規則性」の重要な点は、
人間がゲームのように楽しみながら規則性を生み
出してきたことにある。宇宙人の行動原理は不明
だが、少なくとも人間は、規則の根拠が究極的に
は不在でも、ゲームのように楽しみながら規則性
を生み出すことができる。筆者はここで、寛容の
原理を敷衍して、相手を理解し「規則性」を生み
出そうとする人間の志向性を導き出す。
　まとめると、筆者は、ファースト・コンタクト
に備えて人間が準備してきた「規則性」を批判し、
いま想定している「規則性」が普遍的でないこと
を示したうえで、それでもなお、ファースト・コ
ンタクトに備える準備として、人間は相手を知り
たいと望み「規則性」を生み出そうとする志向性
を有する、というメタな行動原理を示しているの
である。
　なお本書の画期的な点は、SF小説を資料とし
て用いることで、上記のメタな行動原理が、どう
機能しているかを分析している点である。通常の
文化人類学は、実際に存在する文化を対象とする。
それとは逆に、少なくとも目の前には存在しない
宇宙人を対象にするためには、ありとあらゆる可
能性を開いて検討する必要が生じる。ここに、あ
らゆる可能性に開かれたSF小説という資料を用
いることの利点が存在する。SF小説は、あらゆ
る可能性に適用しようとする理論を打ちたてよう
とする際、その妥当性を検証する試金石として有
益な資料である。その意味で、本書のように想像
の産物を資料として用いる正当性が確かに存在す
るのである。
　これは、本書が学問の新たな取り組み方を示唆
していることを意味する。手を出してはいけない、
と暗黙の裡に自制してきたテーマや従来は使用で
きなかった資料を、必要に応じて使ってもよいの
だ、と。この点で、本書は画期的である。指導教
員から筆者が受けたという「面白かったら何でも
ええです」（本書128頁）という指導を学問的に
昇華して、SF小説を正当な資料として位置付け
るという、新たな学問の方法を提示した点で、本
書は画期的な研究書である。
